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中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
熊
本
県
に

て
７
月
７
日
（
火
）
か
ら
21
日
（
火
）
の
間
、
令
和
２

年
（
２
０
２
０
年
）
７
月
豪
雨
に
伴
う
災
害
派
遣
任
務

と
し
て
、
入
浴
支
援
及
び
給
水
支
援
に
従
事
し
た
。

ま
た
、
現
地
に
派
遣
さ
れ
な
か
っ
た
部
隊
も
現
地
へ

と
前
進
す
る
部
隊
へ
の
燃
料
給
油
や
交
通
統
制
等
の
支

援
を
経
由
地
と
な
る
各
々
の
駐
屯
地
で
実
施
し
た
。

こ
の
間
、
15
日
間
に
及
ぶ
災
害
派
遣
活
動
を
通
じ
て

約
１
３
０
０
名
の
入
浴
支
援
及
び
約
14
ｔ
の
給
水
支
援

に
寄
与
し
た
。

災害
派遣

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
処
に

資
す
る
教
育
支
援
及
び
講
演

令和２年（２０２０年）７月豪雨に伴う災害派遣

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
第
一
波
が
収

ま
り
つ
つ
あ
っ
た
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て
市

や
警
察
の
依
頼
に
基
づ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
係
る
教
育
支
援
及
び
講
演
を
実
施
し
た
。

教
育
支
援
に
つ
い
て
は
、
７
月
８
日
（
水
）
に
京
都
府

警
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

小
野
田
１
佐
）
が
衛
生
小
隊
長
以
下
３
名
に
よ
り
、
警
察

官
約
20
名
に
対
し
て
感
染
防
護
に
関
す
る
衛
生
上
の
留
意

事
項
を
普
及
し
た
。

講
演
に
つ
い
て
は
、
６
月
30
日
（
火
）
に
滋
賀
県
高
島

市
か
ら
の
講
演
依
頼
に
基
づ
き
、
第
３
戦
車
大
隊
（
大
隊

長

鈴
木
１
佐
）
が
副
大
隊
長
に
よ
り
高
島
市
職
員
約
50

名
に
対
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
処
に
お
け
る
自
衛

隊
の
活
動
、
教
訓
等
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

４
月
以
来
実
施
し
て
き
た
教
育
支
援
や
講
演
は
合
計
28

回
を
数
え
、
地
元
の
信
頼
を
深
め
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い

る
。

補給大隊による入浴支援

第８高射特科群による給水支援

災害派遣に前進する部隊 交通統制を行う地区警務隊

装備品を整備する隊員

教育支援を行う第７普通科連隊

講演を行う第３戦車大隊副大隊長

現地へと前進する部隊への燃料給油

入浴施設の消毒を行う隊員



（２）２０２０年８月６日発刊号 中部方面隊広報紙

中
部
方
面
混
成
団
訓
練
検
閲中

部
方
面
混
成
団

（
団
長

芝
１
佐
）
は
、

７
月
２
日
（
木
）
か
ら

10
日
（
金
）
ま
で
の
間
、

日
本
原
演
習
場
に
お
い

て
、
第
47
普
通
科
連
隊

（
連
隊
長

佐
藤
１

佐
）
の
訓
練
検
閲
を
実

施
し
た
。

本
検
閲
で
は
、
常
備

自
衛
官
の
他
に
、
即
応

予
備
自
衛
官
約
１
４
０

名
が
参
加
し
、
そ
の
練

度
を
向
上
さ
せ
た
。

第
13
旅
団
（
旅
団
長

山
根
陸
将
補
）
は
、
６
月
26
日
（
金
）
か
ら
７
月
１
日
（
水
）
ま
で
の
間
、
第

１
次
訓
練
検
閲
を
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
実
施
し
た
。

本
訓
練
検
閲
に
よ
り
、
第
８
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

天
内
１
佐
）
、
第
13
後
方
支
援
隊
（
隊
長

村

中
１
佐
）
及
び
第
13
施
設
隊
（
隊
長

竹
内
２
佐
）
に
対
し
て
、
旅
団
の
陣
地
防
御
を
主
体
と
し
た
戦
術

行
動
の
練
度
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
現
在
の
練
度
を
評
価
・
判
定
し
た
。

方
面
対
空
戦
闘
訓
練

施
設
科
練
度
維
持
訓
練
（
後
段
）第

４
施
設
団
は
、

６
月
21
日
（
日
）
か

ら
24
日
（
水
）
ま
で

の
間
、
東
富
士
演
習

場
に
お
い
て
方
面
施

設
科
練
度
維
持
訓
練

（
後
段
）
を
担
任
・

実
施
し
た
。

こ
の
間
、
中
部
方

面
管
内
の
各
施
設
科

部
隊
の
障
害
構
成
及

び
爆
破
薬
を
使
用
し

た
障
害
処
理
能
力
の

向
上
を
図
っ
た
。

第
８
高
射
特
科
群
（
群

長

押
川
１
佐
）
は
、
７

月
13
日
（
月
）
か
ら
17
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
航
空

自
衛
隊
小
松
基
地
・
入
間

基
地
及
び
青
野
原
駐
屯
地

に
お
い
て
令
和
２
年
度
方

面
対
空
戦
闘
訓
練
を
担

任
・
実
施
し
た
。

こ
の
訓
練
に
は
第
13
高

射
特
科
中
隊
及
び
第
14
高

射
特
科
隊
が
参
加
し
、
目

標
機
を
活
用
し
た
対
空
戦

闘
や
対
空
レ
ー
ダ
に
よ
る

対
空
監
視
要
領
の
練
度
向

上
を
図
っ
た
。

警戒部隊の駆逐

患者収容所の開設

第８普通科連隊（重機関銃陣地（対地上））

第１３後方支援隊（航空機の回収）

第１３施設隊（０７式機動支援橋の展開）

目標の捜索等を行う０３式中距離地対空誘導弾

２ 1／2号連鎖爆破薬の運搬

２ 1／2号連鎖爆破薬の爆破の瞬間

第１３旅団訓練検閲



（３）２０２０年８月６日発刊号 中部方面隊広報紙

前
期

総
監
表
彰

総
監
部
隊
視
察

自衛隊高知地方協力本部 桂駐屯地

中部方面指揮所訓練支援隊 自衛隊愛媛地方協力本部

青野原駐屯地

中
部
方
面
総
監
（
野
澤

陸
将
）
は
、
中
部
方
面
指

揮
所
訓
練
支
援
隊
、
自
衛

隊
愛
媛
・
自
衛
隊
高
知
地

方
協
力
本
部
、
桂
駐
屯
地

（
中
部
方
面
後
方
支
援
隊

等
）
及
び
青
野
原
駐
屯
地

（
第
８
高
射
特
科
群
等
）

の
現
況
を
確
認
し
、
統
率

方
針
及
び
要
望
事
項
を
周

知
し
た
。

イベント情報

中
部
方
面
隊
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
方
面
音

楽
隊
の
「
コ
ロ
ナ
に
負
け

る
な
！
」
の
ほ
か
、
最
初

の
教
育
を
終
え
た
新
隊
員

の
動
画
「
想
い
」
を
公
開

中
で
す
。
是
非
、
ご
覧
く

だ
さ
い
！

実施予定日 行事名 場所 問い合わせ先

８月６日
～７日

大津駐屯地
サマーキャンプ

大津駐屯地
滋賀地方協力本部

077-524-6446

８月９日
春江町避難訓練
車両展示

福井県坂井
市春江町

福井地方協力本部

0776-23-1910

８月22日
または23日

陸海空３自衛隊
見学ツアー

小牧基地ま
たは岐阜基
地、今津駐
屯地、舞鶴
基地

滋賀地方協力本部

077-524-6446

８月22日
陸上自衛隊
ＵＨ－１体験搭乗

三軒屋駐屯地
岡山地方協力本部

086-226-0361

８月23日
陸上自衛隊
ＵＨ－１体験搭乗

福井県
坂井市春江町

福井地方協力本部

0776-23-1910

８月29日

さんだボランティ
アまつり（陸上自
衛隊第３音楽隊・
募集ブース）

三田市総合
福祉保健
センター

兵庫地方協力本部

072-783-9609

各駐屯地の納涼祭等は中止されますが、上記のイ
ベントについては実施・参加予定です（令和２年８
月４日現在）。
新型コロナウイルス感染症の状況により、日程等

を変更する場合がありますので事前にご確認くださ
い。

募集案内

各採用試験につ
いては、日程等に
変更がある場合が
ありますので、各
採用案内又は自衛
隊地方協力本部で
ご確認ください。

優秀自衛隊
地方協力本部 第３級賞状 自衛隊愛媛・自衛隊高知地方協力本部

隊員自主募集
優秀部隊 第３級賞状 中部方面指揮所訓練支援隊、中部方面音楽隊、山口駐屯地業務隊

優秀広報官表彰 第３級賞詞

吉田２曹（富山）、善入准尉（石川）、中村２曹（福井）、宇都宮准尉（岐阜）、高橋曹長（愛知）、野谷
曹長（三重）、中川２曹（滋賀）、近藤３曹（京都）、中川曹長（大阪）、一刀２曹（兵庫）、池田１曹
（奈良）、萬賀１曹（和歌山）、長谷川１曹（鳥取）、青木准尉（島根）、長尾１曹（岡山）、岡２曹（広
島）、中村１曹（山口）、瀬川２曹（徳島）、稲毛３曹（香川）、越智曹長（愛媛）、弘瀬１曹（高知）

優秀下部組織 褒賞状
砺波募集事務所（富山）、小松地域事務所（石川）、敦賀地域事務所（福井）、大垣地域事務所（岐阜）、
一宮地域事務所（愛知）、津募集事務所（三重）、阿倍野出張所（大阪）、米子地域事務所（鳥取）、倉敷
地域事務所（岡山）、広島地域事務所（広島）、下関出張所（山口）、観音寺地域事務所（香川）

優秀業務隊

陸幕長表彰
（第２級賞状） 金沢・久居・今津・伊丹・米子駐屯地業務隊

総監表彰
（第３級賞状） 姫路・海田市駐屯地業務隊

令和２年度 新隊員修了式

「想い」

〈中部方面隊〉
〈公式ホームページ〉



海
田
市
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
広
島
県

全
域
を
担
当
地
域
と
し
て
、
様
々
な
家

族
支
援
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
家
族
会
会
員
と
隊
員
家
族

と
の
連
絡
の
仲
介
で
す
。
隊
員
家
族
達

は
、
家
族
会
会
員
と
の
顔
合
わ
せ
会
同

に
様
々
な
理
由
で
な
か
な
か
参
加
が
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
業
務
隊
が
隊

員
家
族
か
ら
個
人
情
報
提
供
に
関
す
る

同
意
書
を
受
領
し
、
近
傍
の
家
族
会
会

員
に
連
絡
先
等
を
通
知
し
ま
す
。
そ
の

結
果
、
近
傍
の
家
族
会
会
員
が
直
接
隊

員
家
族
に
連
絡
し
、
顔
合
わ
せ
が
軽
易

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
定
非
営
利
法
人
キ
ッ
ズ
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
で
す
。
令
和
２
年
２
月

に
行
わ
れ
た
緊
急
登
庁
支
援
訓
練
に
お

い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
2
名
の
保
育
士
の

支
援
を
受
け
ま
し
た
。
訓
練
で
は
「
大

規
模
災
害
時
等
に
お
け
る
派
遣
隊
員
の

子
供
一
時
預
か
り
に
関
す
る
協
定
書
」

の
内
容
確
認
、
子
供
の
一
時
預
か
り
施

設
の
開
設
要
領
及
び
勤
務
す
る
面
倒
見

隊
員
が
留
意
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
助

言
を
も
ら
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
海
田
市
駐
屯
地
業
務
隊
は
、

隊
員
が
安
心
し
て
任
務
に
ま
い
進
で
き

る
よ
う
、
関
係
部
外
団
体
と
の
更
な
る

連
携
の
強
化
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第４４回）

海
田
市
駐
屯
地
業
務
隊

第
一
〇
七
全
般
支
援
大
隊
に
お
い
て
、

整
備
中
隊
長
を
拝
命
し
約
1
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
今
、
少
子
高

齢
化
の
進
展
等
に
よ
り
自
衛
官
の
募
集

環
境
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
実
際
、
私
が
上
番
し
た
年

は
、
年
間
５
名
の
自
主
募
集
情
報
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
状
況
を
打
開
す
べ
く
、
隊
員
自

主
募
集
の
情
報
提
供
が
増
え
な
い
理
由

を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
一
番
の
要
因
は
、

自
主
募
集
情
報
を
提
供
す
る
要
領
が
分

か
ら
な
い
と
い
う
隊
員
が
多
く
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
朝

礼
等
を
活
用
し
、
厳
し
い
募
集
状
況
を

認
識
さ
せ
意
識
改
革
を
助
長
し
ま
し
た
。

ま
た
、
休
暇
前
教
育
の
機
会
に
、
自
主

募
集
要
領
を
教
育
し
、
自
主
募
集
情
報

の
記
入
例
と
記
入
用
紙
を
渡
し
ま
し
た
。

休
暇
後
、
対
象
者
と
年
齢
の
近
い
比

較
的
若
い
隊
員
が
自
主
募
集
の
情
報
を

提
供
し
て
く
れ
、
中
隊
目
標
で
あ
る
年

間
24
件
の
情
報
を
獲
得
で
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
隊
員
に
情
熱
を
も
っ
て

説
明
す
れ
ば
、
隊
員
を
動
か
せ
る
と
再

認
識
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
募
集
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
隊
務
全
般
に
お
い
て
中
隊
の
問
題

点
を
案
出
し
、
中
隊
一
丸
と
な
っ
て
任

務
達
成
で
き
る
部
隊
を
目
指
し
、
精
進

し
て
参
り
ま
す
。

中部方面後方支援隊
（桂駐屯地）
１等陸尉
濱本 佑介

大
津
駐
屯
地

は
東
側
を
琵
琶

湖
、
西
側
を
比

叡
山
で
囲
ま
れ

た
風
光
明
媚
な

滋
賀
県
大
津
市

（４）

「大津駐屯地」

私
は
現
在
、
海
田
市
駐
屯
地
に
所
在
す
る
、
第

13
旅
団
司
令
部
医
務
官
室
で
、
文
書
陸
曹
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

医
務
官
室
で
の
業
務
は
主
と
し
て
、
第
13
旅

団
管
内
隷
下
部
隊
に
対
し
て
行
う
健
康
管
理
業
務

の
補
佐
や
、
文
書
管
理
、
総
務
関
係
業
務
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

医
務
官
室
で
の
仕
事
に
は
、
主
な
業
務
で
あ
る

健
康
管
理
に
関
す
る
知
識
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

各
種
規
則
や
通
達
類
の
理
解
、
医
務
官
を
補
佐
す

る
様
々
な
業
務
に
関
す
る
知
識
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
私
は
、
文
書
陸
曹
と
し
て
、
も
う
す
ぐ
一
年

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
日
々
新
し
い
こ
と

が
連
続
す
る
中
で
、
知
識
の
向
上
に
努
め
て
い
る

毎
日
で
す
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
私
は
二
人
の
娘

が
お
り
、
夫
も
単
身
赴
任
中
の
た
め
、
仕
事
・
家

事
・
育
児
に
奮
闘
す
る
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
変
だ
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
が
、
職
場
で
は
頼

り
に
な
る
同
僚
や
先
輩
、
上
司
の
方
々
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
医
務
官
室
業
務
も
大
変
勉
強
に
な
る
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こ
と
が
多
く
、
毎
日
が
と

て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
衛
官

と
し
て
、
母
親
と
し
て
、

更
に
向
上
し
て
い
け
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

愛娘との写真

家族会会員と隊員家族との
顔合わせの様子

子供の一時預かりの様子

写真中央：赤こんにゃくと 

丁子
ちょうじ

麩
ふ

の酢味噌和え 

に
位
置
し
、
方
面
隊
唯
一
の
教
育
部
隊

が
主
力
と
し
て
所
在
し
て
い
る
駐
屯
地

で
す
。
毎
年
３
月
下
旬
に
は
新
入
隊
員

約
５
０
０
名
が
着
隊
し
、
駐
屯
地
の
繁

忙
期
を
迎
え
ま
す
。

こ
こ
滋
賀
県
の
食
材
に
は
、
日
本
三

大
和
牛
の
一
つ
「
近
江
牛
」
を
始
め
、

「
赤
こ
ん
に
ゃ
く
」
、
「

」
、

「
鮒
寿
司
」
、
「
日
野
菜
漬
」
、
「
え

び
豆
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
赤
こ
ん
に
ゃ
く
を
使
用
し
た
「
白
和

丁
子

ち
ょ
う
じ

麩ふ 

え
」
や
「

と
の
酢
味
噌
和
え
」

な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
献
立
も
多
く
、
新
隊

員
達
は
初
め
て
食
べ
る
食
材
の
色
や
食

感
に
驚
き
ま
す
。

赤
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
滋
賀
県
で
は
有

名
な
食
材
で
、
派
手
好
き
の
織
田
信
長

が
こ
ん
に
ゃ
く
を
赤
く
染
め
さ
せ
た
と

い
う
説
が
あ
り
、
普
通
の
こ
ん
に
ゃ
く

よ
り
も
鉄
分
が
多
く
身
体
を
酷
使
す
る

隊
員
に
は
お
勧
め
の
食
材
で
す
。
大
津

駐
屯
地
に
業
務
や
入
校
で
お
越
し
の
際

は
、
是
非
食
事
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

勤
務
員
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

丁
子

ち
ょ
う
じ

麩ふ 


